
麟

　　

謙
灘
轟

無

．一麟撫藤

鍵
獲

機．

㈱

織
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

漣

響

磯雛

、簸

霧

灘蟻，

．耀

熱錠

圃圃回團
おめでた（出生〉

あみ

信ちゃん　鑑藤重宰・美子さん

　　　　　　　天水越（幸ぜん）

おくやみ（死亡）

鈴木義三郎さん　80歳　下鰐池（義　や）

小野塚ミキさん　72歳　上蝦池（　串　〉

え・う奮のお欝薦さん

石霞　キセさん　87歳　湯　由（不老鰯〉

著井　　貢さん　80歳　小　釜（越　峰〉

頼澤　長男さん91歳　小谷（灘坂）

繕山　欝平さん78歳橋諾（金　善〉

菰鑓　冨榮さん90歳鞍根（蜜泌屋〉

醤出　藪榮さん87歳橋　諮（栄　墨〉

＊三月王欝からま月雛繍までの掻出分で篤

＊広報に載懸てほしくな恥方は、届磁の蒔に

　窓繊にお誕くださ恥昏

⑳◎⑱㊨
　　　　　　　　瑚3珊環筏

総人縫　3，懲1人（一9〉

　　男　i，509人（一護〉

　　女玉，632人（一5〉

盤帯数　三，黛1舞（一4〉

　　　　　（1内は薗月との比較

町民憲章，欝、鵬、？月簿，峯建

わたしたちは松之技1町疑です、郷土を愛し、

　みんなでよりよい町づくりをしよう。

町鼠の合書葉

　　王、美しい緑と霧の中で

　　　　　　　’1＞豊かな人になろう

　　三、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　　　連体の心をもとう

　　王、湧きいづる湯東のように

　　　　　　　翻造のカを簡めよう

3月67・璽4・22纏28↓休

　　　　は

驚

・
蝋
賜
鋪

畿
鳳
ー
縛

　小野塚琴葉

（松之山・町営住宅）

　お母さんが大根を披いて車庫へしまったから1二1のところ

が泥だらけになっちゃったところ

　よる、粛磨きが終わって眠る時いつも奉を読んでくれる

お母さんが大好き

馨
叢
縫
懲
謝

　
驚
祇
会
編
祇
協
議
会
へ
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。

・
麗
名
ま
9
2
、
7
9
0
円

　
町
往
宅
編
祇
に
滅
獺
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

欝
璽
繕
驚

㎜
灘
諜
纒
騨
雀
し
家
す

　
i
月
弩
の
民
生
・
晃
童
委
員

の
名
簿
で
、
「
蕩
橋
露
輝
さ
ん

（
天
水
鶴
ご
を
「
繭
雄
さ
ん
恥
と

記
載
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
訂

鉦
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

発行籍／平成14痒2月10礒　編集・多§脊／松之山時役場総務諜
マ騒2－1492　新潟県東頸城郡松之山町大寧松之由捻捻一2
TEL　O2559－6－3三3ま　FAX　O2559－6－35王5
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激
蝋
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碍

蕊
く
～翰

・
姦
．

　
む
　
ノ

、
鎌

轟
礁

．
麟
蕊

ぜ

｛
〉

『
｝
，
ズ

ゲ

鷹

冬
紛
・

一　　ゆむむま原で舞つた！

モー切し競技
ソ
松

之山の雪源

第堀◎冬季国体
　
歪
三
茎
ー
ノ
）
護

2
ヂ
2
E
　
　
2
垂

　
や
っ
て
き
ま
し
た
換
妙
講

灘
体
　
モ
ー
グ
ル
競
技
旨

あ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

も
出
場
し
、
幻
繕
女
子
競
技

に
は
な
ん
と
2
、
王
0
0
入

の
観
戦
餐
が
、
2
2
撮
男
計
競

技
に
は
9
5
0
入
が
松
之

撫
温
泉
ス
キ
ー
場
に
足
を

運
び
ま
し
た
。

鍛
弩
　
女
子
競
技
闘
始

　
当
9
は
今
ま
で
に
な
い

く
ら
い
の
快
購
．

　
そ
こ
に
現
れ
た
2
入
の

オ
》
ン
ピ
ッ
ク
選
手
．
、
申

で
も
長
野
県
代
表
「
上
魯
愛

子
篇
選
手
に
は
多
く
の
入
の

視
線
が
淀
が
れ
て
い
ま
し

た
．
、

22

矯
　
男
子
競
技
賜
始

　
潮
獲
の
侠
購
と
は
う
っ

て
変
わ
っ
た
、
あ
い
に
く
の

爾
模
様
．
コ
ー
ス
条
件
も

欝
縫
と
は
金
く
違
い
、
麗
に

難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
こ
の
麟
体
に
よ
り
全
濁

各
地
の
方
が
松
之
慮
を

知
っ
て
く
れ
た
こ
と
で

し
よ
・
つ
．

麟
体
に
ご
協
力
ギ
さ
っ
た

皆
さ
ん
．
、
大
変
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

讐
．

醸

瓢鐸㌶警響
購遡脳溜攣㌔穆
　　　　　　　　帰’躍　　　　譲　　　携
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熱
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占
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手
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磯
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第
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園
冬
季
国
体

　
モ
ー
グ
ル
競
技
結
桑

☆
頒
賃
　
少
隼
女
子

　
i
位
　
俸
藤
あ
ず
さ
　
滋
賀

　
2
位
　
舘
松
瑞
記
　
北
海
進

　
3
泣
　
小
山
あ
す
み
　
愛
無

　
麟
潟
県
選
重

　
大
嶋
季
奈
（
聾
選
9
拉
）

☆
須
臼
　
成
無
女
子

　
三
泣
　
上
舞
愛
妻
　
　
長
野

　
2
位
　
坂
下
奨
香
　
　
編
井

　
3
泣
　
畑
中
み
ゆ
き
北
海
道

　
新
潟
県
選
手

　
照
中
購
子
（
予
選
M
位
）

　
塚
田
　
環
（
3
選
2
0
位
）

　
　
　
　
　
（
ナ
選
36
位
｝

☆
2
2
臼
　
少
隼
男
子

　
！
位
　
益
絹
　
雄
　
　
長
野

　
2
位
　
鵬
　
伸
畢
　
　
長
野

　
3
泣
大
谷
拓
史
　
宮
城

　
紙
潟
県
選
乎

　
謁
嬌
健
太
（
予
選
憩
位
）

　
蕎
僑
寿
明
（
予
選
H
位
）

☆
2
2
臼
　
成
年
男
子

　
三
泣
　
野
購
鉄
平
　
　
長
野

　
2
位
　
菅
　
唯
志
　
北
海
遊

　
3
位
　
申
兀
勝
也
　
北
海
道

　
鋲
潟
県
選
手

　
5
位
　
下
山
醗
甥

　
8
位
　
下
出
事
俄

　
賑
部
純
．
（
予
選
2
0
泣
）

　
関
伸
介
（
予
選
69
泣
〉

＼
牧

献

響
、
講
．
、
鰍

猫暗

雛
藤

れ
へ
ね

懸
，

観
郵

野
　
　
4

　
鑛
響
蟻

総鞠
・
灘

麟霧

懸撒
鑛

翼

譲
浅

　　メ　　／

　、

懸露譲轟嘱軸、譲

、
梁
驚

　　　　籟、鞭
　　　　　　寧

繍，講轟癒，嚢．鰍熱、覇・
嚇

戸
・
部
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熱
つ

3
月
は
旅
立
ち
の
季
節

　
新
し
い
道
へ
と

　
　
歩
き
幽
す
月
で
す

3
月
6
総
（
水
）

　
安
塚
筒
校
松
之
由
分
校
卒
業

生
2
5
名
が
、
駕
葎
問
の
敬
郷
で

の
学
校
生
滅
か
ら
旅
立
ち
ま
し

た
，3

月
7
欝
（
木
〉

　
松
之
山
中
学
校
箏
業
生
2
2
名

が
義
務
教
育
の
諜
程
を
終
え
、

新
し
い
道
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。

率
業
証
書
を
授
与
す
る
卒
業
生

の
顔
に
は
、
縷
れ
親
し
ん
だ
学

校
と
恩
師
、
そ
し
て
後
輩
と
の

著
し
く
も
楽
し
か
っ
た
欝
々
が

思
い
出
さ
れ
た
の
か
寂
し
そ
う

に
発
え
ま
し
た
．

　
こ
れ
か
ら
大
き
な
壁
が
欝
分

の
鐵
の
鹸
に
親
れ
る
で
し
ょ
う
。

松
之
霞
で
育
っ
た
皆
さ
ん
な
ら

必
ず
乗
り
越
え
ら
れ
る
は
ず
。

共
に
し
た
伸
間
と
の
友
傭
を
大

切
に
、
そ
し
て
ど
ん
ど
ん
仲
間

を
増
や
し
て
、
薪
し
い
道
を
自

分
の
カ
で
造
り
続
け
て
く
だ
さ

い
ね
。

そ
し
て
、
皆
さ
ん
の
紋
郷
松
之

忠
を
い
つ
ま
で
も
心
の
片
隅
に

　
　
O

　
卒
業
お
め
で
と
う
。

灘
麟灘

麗
闘

4

距

き　灘麟

鞍
幽
題
騒
翻

安
塚
高
等
学
校
松
之
山
分
校

第
預
期
摩
業
竺

石
塚
直
人
・
小
ほ
よ
し
美
・
小

平
秀
秋
・
小
野
塚
真
沙
子
・
小

野
塚
喪
美
・
小
堺
健
吉
・
盤
藤

秘
彦
・
姓
藤
晴
美
・
重
野
夕
子
・

筒
澤
美
紗
・
藏
橋
繍
奈
・
筒
橋

璽
美
・
蕩
橋
俊
・
蕩
橋
友
毯
・

滝
沢
徹
毯
・
滝
澤
智
子
・
武
江

美
奈
・
照
邊
晋
・
妻
島
坤
｝
∵

樋
鑓
聡
美
・
樋
鑓
直
秀
・
織
漂

美
智
雄
・
醤
山
一
樹
・
本
撫
雅

美
・
山
鯵
格
妬

（
男
子
欝
名
　
女
子
毘
名

　
　
　
　
　
　
　
　
讃
器
犠
〉

町
立
松
之
山
中
学
校
卒
業
生

第
舗
期
卒
業
生

帽
澤
悠
・
相
澤
購
洋
・
小
野
塚

秘
輝
・
佐
藤
慶
∵
佐
藤
智
穂
・

佐
藤
真
・
佐
藤
祐
磁
・
志
賀
恵

美
・
設
楽
彩
子
・
嵩
橋
秘
孝
・

…
、
岡
橋
友
浩
・
轟
橋
薩
斑
・
蕩
橋

磁
貴
・
滝
澤
大
輔
・
瀧
澤
千
墨
・

滝
沢
遼
・
竹
内
淳
輝
・
中
島
紘
・

松
本
雄
大
・
本
山
芙
撫
実
・
吉

桝
翼
・
渡
邉
初
美

（
男
子
擬
名
　
女
子
8
名

　
　
　
　
　
　
　
　
議
鋤
名
）

　
な
お
、
小
学
校
卒
業
式
は
ウ
9
　

欝
、
保
膏
漸
卒
園
式
は
2
7
日
に

行
わ
れ
ま
す
。

鑛
翻
麗膨

騰
，
難
懸

　
　
　
　
轟
灘

幽

5
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月
7
欝
（
木
〉

　
松
之
山
中
学
校
箏
業
生
2
2
名

が
義
務
教
育
の
諜
程
を
終
え
、

新
し
い
道
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。

率
業
証
書
を
授
与
す
る
卒
業
生

の
顔
に
は
、
縷
れ
親
し
ん
だ
学

校
と
恩
師
、
そ
し
て
後
輩
と
の

著
し
く
も
楽
し
か
っ
た
欝
々
が

思
い
出
さ
れ
た
の
か
寂
し
そ
う

に
発
え
ま
し
た
．

　
こ
れ
か
ら
大
き
な
壁
が
欝
分

の
鐵
の
鹸
に
親
れ
る
で
し
ょ
う
。

松
之
霞
で
育
っ
た
皆
さ
ん
な
ら

必
ず
乗
り
越
え
ら
れ
る
は
ず
。

共
に
し
た
伸
間
と
の
友
傭
を
大

切
に
、
そ
し
て
ど
ん
ど
ん
仲
間

を
増
や
し
て
、
薪
し
い
道
を
自

分
の
カ
で
造
り
続
け
て
く
だ
さ

い
ね
。

そ
し
て
、
皆
さ
ん
の
紋
郷
松
之

忠
を
い
つ
ま
で
も
心
の
片
隅
に

　
　
O

　
卒
業
お
め
で
と
う
。

灘
麟灘

麗
闘

4

距

き　灘麟

鞍
幽
題
騒
翻

安
塚
高
等
学
校
松
之
山
分
校

第
預
期
摩
業
竺

石
塚
直
人
・
小
ほ
よ
し
美
・
小

平
秀
秋
・
小
野
塚
真
沙
子
・
小

野
塚
喪
美
・
小
堺
健
吉
・
盤
藤

秘
彦
・
姓
藤
晴
美
・
重
野
夕
子
・

筒
澤
美
紗
・
藏
橋
繍
奈
・
筒
橋

璽
美
・
蕩
橋
俊
・
蕩
橋
友
毯
・

滝
沢
徹
毯
・
滝
澤
智
子
・
武
江

美
奈
・
照
邊
晋
・
妻
島
坤
｝
∵

樋
鑓
聡
美
・
樋
鑓
直
秀
・
織
漂

美
智
雄
・
醤
山
一
樹
・
本
撫
雅

美
・
山
鯵
格
妬

（
男
子
欝
名
　
女
子
毘
名

　
　
　
　
　
　
　
　
讃
器
犠
〉

町
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松
之
山
中
学
校
卒
業
生

第
舗
期
卒
業
生

帽
澤
悠
・
相
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小
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塚
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慶
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智
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佐
藤
真
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佐
藤
祐
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・
志
賀
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・
設
楽
彩
子
・
嵩
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秘
孝
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…
、
岡
橋
友
浩
・
轟
橋
薩
斑
・
蕩
橋

磁
貴
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滝
澤
大
輔
・
瀧
澤
千
墨
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滝
沢
遼
・
竹
内
淳
輝
・
中
島
紘
・

松
本
雄
大
・
本
山
芙
撫
実
・
吉

桝
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・
渡
邉
初
美

（
男
子
擬
名
　
女
子
8
名

　
　
　
　
　
　
　
　
議
鋤
名
）

　
な
お
、
小
学
校
卒
業
式
は
ウ
9
　

欝
、
保
膏
漸
卒
園
式
は
2
7
日
に

行
わ
れ
ま
す
。

鑛
翻
麗膨

騰
，
難
懸

　
　
　
　
轟
灘

幽

5



鷹鞘

鰍

わが家の人気者1

ゆうだい

雄大くん（2歳〉

小野塚敬之・智子さんの二男

　　　　（藤倉・豊則）

僕の名箭は「雄大達です、

みんなからはヂユウちゃんコ

ギユウ」って呼ばれています。

僕はヂパパ」ギママ達って呼ん

でます。

好きな食べ物はごはんにふり

かけ、チョコレー一トと魚です。

プラレールで遊ぶのが一番楽

しいです。お家でもトーマス

の雲だるまをいっばい作った

んだよ。

この鹸スキー場に籾めて連れ

て行ってもらってスキーをし

濠した．

1お愚さんから…謝

優しい、そしていつも笑顛で

元気でいて欲しいです。

7

　灘6絹の後藻
縷譲港、驚驚びここに1
　　　乗兼農滋漁生元鉦ぷく嚢

　
2
月
2
3
・
麗
鷺
．
浦
細

地
区
に
集
ま
っ
た
学
生

は
な
ん
と
如
名
。
そ
し

て
総
勢
5
0
私
を
軽
く
超

え
た
メ
ン
バ
…
は
、
農

業
は
王
葎
を
通
し
て
驚

え
る
幅
を
テ
ー
マ
に
？
露

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ

ま
し
た
．
か
ん
じ
き

レ
ー
ス
や
霧
積
み
、
鱈

禽
戦
と
い
つ
も
の
レ

ジ
ャ
屡
と
は
ひ
と
味

違
っ
た
競
技
を
楽
し
み

ま
し
た
ゆ
参
舶
し
た
学

生
は
、
「
雲
の
多
さ
に

び
っ
く
り
。
け
ど
、
な

に
か
暖
か
か
っ
た
、
狐
と
。

　
松
之
出
の
見
え
な
い

傭
か
を
感
じ
た
よ
う
で

し
た
。

　
春
に
は
爾
び
「
泥
リ
ン

ビ
ッ
ク
脇
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
．

　
各
地
区
に
於
い
て
雪
上
還
動
会
が
行
わ
れ
、
雲
麟
ら
し
い
様
々

な
競
枝
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
搬
れ
た
雲
、
嫌
な
イ
メ
ー
ジ
の
雲
の
上
で
大
き
な
声
援
、
笑
い
声

が
こ
だ
ま
し
、
楽
し
い
工
縁
を
皆
さ
ん
週
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
，

おうすぐ春μ

嚢留人㊦ベワーで

滋撰つくせ～ガ

～各地底鷹て嚢毒運動会～

第讐切褒雪黛濃慕の
　　　　　　舩難幽金劇僻毒嚢会
　　　　～儲陣県がら釣9Q嬬参オ娯墜奏‘ζ～

豪雲地松之撫を俳句に詠んでもらおうと、丸一年掛けて準備が進められてき

た「第1園豪雲と温泉の松之磁全國俳句大会（村山駕工行委員長）」が、2月

23欝、24鷺の2露問、三都7県から約90名の参撫春を得て闘催されました。

23鷺は冬の葵人林を舞禽に吟行が行われ、参撫煮は雲の多さに驚きながらも、

林に建を踏み入れると岡蒔にペンを手に句を作り始めました。その後場所を

移し、靖有夜句会」が行われました。

翌24欝は自然休養村センター2躍大会議整で俳句大会が行われました。参

旗毒はスリッパ代わりに雪ぐつを履いて大会に臨みました。麗会式では、村撫

実行委貴長のあいさつ、佐藤驚長の歓迎の霞葉に続き、本大会主選潜である俳

　本大会の窯管である松之山

繊花句会の会貴は亙年繭から会

議、俸業を重ねてきており、当

雛は句会の…参擁奢であると尚

時に、スタッフでもあるという

活躍ぶりで、盛会のうちに終了

することができました．

あんなεと
ξ2んなεと

誌ヂホトトギス」編集長　穏燗廣

太部先生、松之由町出身の俳人

村撫砂鑓男究盤の椀辞と続き、句

会に入りました。「難」をテーマ

にした力作が出揃ったゆでの選

句の結果は次のとおりとなりま
した。

最
筒
得
点
句
ハ
参
癩
麿
全
最
に
よ
る
選
句
）

鯛
幾
重
に
も
層
な
す
雪
の
下
に
棲
む
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
形
県
　
磁
形
黎
子

各
選
者
の
蒋
選
句

・
稲
畑
廣
太
郎
先
盤

鴨
白
む
裏
織
り
な
《
マ
を
絃
雪
景
色
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薪
潟
県
　
板
堰
柳
子

・
安
原
　
葉
禿
盤

鯛
歩
ま
ね
ば
蓬
セ
を
ら
ぎ
る
際
雪
か
を
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
佐
藤
直
義

・
藤
浦
昭
伐
禿
盤

鴨
雪
轡
を
編
み
糺
心
に
も
マ
を
さ
蘇
鰯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
県
　
薦
泌
梅
女

・
長
谷
擁
懸
薮
先
盤

鴨
積
も
る
気
の
な
き
雪
降
リ
マ
を
り
K
酵
鯵
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塞
撫
県
　
松
照
恵
都
美

・
材
山
砂
闘
男
先
盤

鯛
段
々
翻
3
幽
段
ご
セ
の
雪
の
嵩
晦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
東
葱
美

・
小
趨
公
繊
究
鑑

蒙
叫
夜
際
雪
の
底
に
嚢
蕗
ら
た
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
出
県
　
小
幅
窟
貴
子

わが家の人気者

　　　　　　難

がくと
岳人くん（2歳）

小野塚i秘隻・多美子さんの長男

　　　　（湯本・親家〉

僕の名購は霧岳ノ畷です。

みんなはヂがくちゃん達って

呼びます。僕はヂパパバママ3

「じいちゃん」ギぱあちゃん」っ

て呼びます。

好きな食べ物は鮫子とラー一メ

ンです．

ガオレンジャー、飯画ライ

ダー龍騎が大好きで、粥処で

も変身できるよ。スキー場で

パパにスキーを教えてもらっ

たり、ソリに乗せてもらって

楽しかったです．けど、天気

が良くてパパと乗ったリフト

で眠つちゃった、

【1お1母さんから…書》

松之蜘の素瞬らしい自然を愛

して大切に伝えていける素直

で優しい心を持って袴って欲

しいと患います．
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小堺ひか夢ちゃん

水泳で

　　一番になりたい

　
　
い

　
　
た

ん
　
り

く
　
な

晃
　
に

貴
で
番

内
皿

竹
辮

蕊
“
議

鯵内芽畜ちやん

テストがんばりたい

算数がんばりたい
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○紙断の都倉で掲載できなかったパランスシート

　の麓麟資料は役場総務諜の窓獄で公闘してい

　ますのでご覧下さい．
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　資産食鍬

282，000円

玉00，0001：弩

　　　　　o　i：稼

　　1　　”，
形グ）ある資醗・

選覇・学校など
の醗設費や：ヒ地

取得費

有鰯灘i券・公縫

等への出資金・

潮度融資の貸種
金・慈金の残轟

　　一＿＿一

1姓の轟い
政調整藤

ヂ減儀蕪剣

満と歳入
1決算の差
ある織翫

町税などの一
衷納金

※儀務賃掘響為に係わる補償等

①物件の購入等に係オ）るもの

②儂務保i証及び損失補償に係わるもグ）

③利子補給等に孫わるもσ）

　
　
　
　
　
ま

動
財
」
残
磁
で
金

漉
ヂ
金
の
歳
引
現

○今樋i難成したノ｛ランスシートは総務雀から

　承された作成基準に碁づいて作戒しました。

　基礁βは平峨｝3年3月鍵旧（平成鴛舘慶宋

　縫〉とし、対’象とした会讃は一般会謙です、難

　成した基礎データは、昭灘肇軽年・度から平成12

　年度までのヂ決算統讃データ3を薦いました。

○紙断の都倉で掲載できなかったパランスシート

　の麓麟資料は役場総務諜の窓獄で公闘してい

　ますのでご覧下さい．

¢
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繋灘講離嚢わ9ます
獺総『禦繍灘蕪鋤

☆70歳以上

　　老人入湯証を窓1コに

　　呈示して1懸王00柵

　　年問券　　　5，000四鍵灘『鞭纐麟磨霞

簾
灘
肇
綴
難

　
　
繍

嚢
総

　
今
月
号
で
は
、
個
人
券
と
家
族
券
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
肇
園
4
0
0
円
の
穂
に
も
個
人
券
・
家
族
券

を
新
設
い
た
し
ま
し
た
、
個
人
券
に
つ
い
て
は
、
2
0
、
0
0
0
円
、

家
族
券
に
つ
い
て
は
、
3
0
、
O
O
O
円
で
す
．
共
に
有
効
期
眼
は

璽
隼
問
と
し
ま
す
。

・麟獺懇騨

一．
．
冷
　
．

コ
浮…・芸通入5鞭六券

…

1麟縫顯購詳

一
籔
叢
券
に
つ
い
て
…

　
毎
臼
、
ま
た
は
舞
週
温
泉
へ

入
り
に
行
か
れ
る
方
は
お
得
で

す
。
有
効
期
限
ま
年
問
で
2
万

円
と
な
り
ま
す
．
温
泉
へ
行
く

際
、
澗
人
券
を
温
泉
窓
鷺
に
呈

示
し
て
く
だ
さ
い
。
偲
人
券
の

表
爾
に
顔
写
輿
を
鮎
り
ま
す
の

で
爾
込
の
際
に
写
真
を
ご
趨
意

下
さ
い
。
サ
イ
ズ
は
縦
3
c
鶏
×

横
2
c
離
で
す
。

　
悌
　
　
写
　
　
　
｝

　
噛
　
　
　
ミ
　
　
　
　
｝

　
｝
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
い

ヂ
碧
彗
繋
碁
掃
ヂ
｝
…
ー
き
｝
ー

簗
籐
券
儀
つ
い
て
…

　
家
嫉
（
講
繊
帯
に
限
る
）
で

温
泉
へ
入
り
に
行
く
方
は
お
得

で
す
。
脊
効
期
限
1
年
簡
で
3

万
円
と
な
り
ま
す
。
温
衆
へ
行

く
際
、
家
族
券
を
温
泉
窓
口
に

呈
承
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
家
族

全
眞
が
入
れ
ま
す
．
ま
た
、
ユ

人
で
温
泉
に
行
か
れ
る
場
合
で

も
家
族
券
を
温
泉
窓
口
に
呈
示

し
お
入
り
下
さ
い
。
家
族
券
の

表
画
に
名
餉
を
詑
入
い
た
し
ま

す
。

澄
・
家
族
券
を
買
わ
れ
た
家
族

の
中
に
7
0
歳
以
上
の
方
が
い
る

場
合
に
は
老
人
入
湯
券
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
券
を
お
使

い
下
さ
い
。

羅
難
欝
勝
込
み
方
法

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
と
も
に

繕
覧
板
に
て
購
入
希
望
を
と
り

ま
す
。
ま
た
、
年
途
申
の
お
幣

込
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
が
、

な
る
べ
く
こ
の
機
会
に
お
辮
込

下
さ
い
。
年
途
中
の
お
申
込
の

場
合
は
、
分
劉
購
入
と
し
有
効

期
隈
は
3
月
雛
段
と
な
り
ま
す
．

温
泉
セ
ン
タ
…
窓
口
、
ま
た
は

役
場
振
興
諜
に
代
金
を
添
え
て

お
串
込
下
さ
い
．
欄
人
券
の
場

合
は
写
真
も
添
え
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は

　
役
場
振
興
諜
商
工
観
光
係

　
　
費
6
－
3
i
3
4

　
2
月
の
楽
ば
蓮
踏
脇
の
緋
雪
癒
膨
懇

恥
た
。
そ
澄
は
碁
む
雛
澄
癒
壇
建
懸
顯

て
い
て
、
護
を
除
酵
蓬
疹
響
灘
＆
蔭
濾

苔
が
現
腕
羅
．
へ
ー
顎
遷
悪
灘
薫
嶺
、
蓬

ら
素
単
く
鳥
が
や
翁
羅
乗
癒
、
盛
蕩
ぽ

ツ
ツ
キ
始
め
だ
。
ジ
籔
駿
馨
タ
嘉
濾
。

　
目
の
購
歪
扁
塗
懸
爺
礁
嚢
べ
薫
鱒
蕎

の
で
し
ば
鞍
除
雲
を
錨
め
獲
見
癒
麟
蓬
・

　
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
は
蘇
下
の
タ
マ
喫
減

キ
や
ナ
ン
テ
ン
の
実
を
よ
く
食
べ
る
．

野鳥獲懸響

織蕪灘慧簿織灘懸、

　　搬翻麟鰯懸蓉

　　　　　　　　fO

　
キ
ビ
タ
キ
に
似
て
恥
る
が
冬
篤
老
憂
鶏
の
違
糖
撚
濾
嚢
、

ジ
濁
ウ
ビ
タ
キ
は
全
体
に
孝
レ
ン
ジ
が
が
が
っ
羅
麟
る
、
鵬
懸

溝
は
「
ヒ
ィ
ど
「
ヒ
ィ
ど
と
鳴
き
敷
饗
老
畿
蕉
似
懇
瞬
馨
。

　
冬
は
入
家
近
く
に
野
鳥
が
良
く
や
っ
簗
く
る
瀞
疹
窓
越
鞍
磁

観
察
す
る
に
は
農
い
。

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
探
鳥
会
、
勉
に
蓬
灘
欝
嚇
、
灘
驚
灘

ラ
、
カ
ワ
セ
ミ
、
ヤ
マ
ド
リ
、
セ
グ
ロ
セ
驚
撚
繍
癒
蕊
演
訪
巻
、

定
縦
探
爲
会
の
む
案
内

▽
期
臼

▽
集
含

▽
時
間

▽
場
漸

3
月
器
蜜
釜
）

須
磁
入
麟

鯨
箭
5
鯵
舖
分
～

　
　
帯
後
8
晦
叢
驚

バ
…
ド
琶
ア
須
幽

　
双
眼
鏡
を
お
持
ち
の
秀
は
護

持
参
下
さ
恥
。

お知らせ

電　　　～

饗
鑛
灘
盗
軽
減
措
置

鐵
騰
麗
儀
つ
い
て

　
平
成
鷲
年
9
月
か
ら
行
つ
て

い
ま
し
た
水
量
1
㎡
に
つ
き
鐙

円
の
軽
減
搭
置
を
、
鯵
今
の
経

済
鋳
勢
周
様
町
の
水
這
会
讃
も

警
し
い
運
営
状
況
の
た
め
3
月

末
で
廃
蹴
し
、
4
月
か
ら
次
の

例
の
取
級
と
な
り
ま
す
．

　
な
お
、
大
口
利
癩
春
及
び
弱

歳
以
上
で
時
民
税
葬
諜
税
の
独

爆
潔
軽
減
描
麗
を
継
続
し
ま
す
。

　
今
後
の
運
営
に
お
い
て
も
経

費
簿
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ノ

（倒）

基本料金（王0㎡まで）

　硯　行　2，200円

　4欝ズ窟ら2，300ド華

超遍料金（1㎡墨り〉

　環　行　　220円

　4月から　230円
（上詑料金にメーター一

使用料・瀦費税が入り
ます．〉

灘
護
灘
ー
ビ
ス
の

麹
翻
灘
軽
減
額
制
度

　
町
内
及
び
近
隣
町
柑
の
歓
会

橿
被
法
人
で
介
護
保
険
の
サ
…

ビ
ス
を
受
け
て
い
る
場
合
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
嶺
す
る
人
は
、

利
場
料
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

撮
当
の
ケ
ァ
マ
ネ
…
ジ
ャ
ー
に

相
談
の
う
え
購
請
し
て
峯
さ
い
。

①
驚
罠
税
世
帯
葬
諜
税
で
あ
つ

て
、
老
齢
編
祉
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
。

②
利
臆
春
負
幾
が
減
免
さ
れ
な

け
れ
ば
、
生
活
保
護
受
絵
嵩
と

な
つ
て
し
ま
う
人
。

③
町
践
税
繊
帯
非
諜
税
（
施
設

入
勝
巻
は
、
入
湧
繭
の
盤
帯
を

含
む
）
で
あ
つ
て
、
年
金
や
慰

給
等
の
収
入
総
額
が
施
設
サ
ー

ビ
ス
受
給
毒
に
つ
い
て
は
、
年

額
覗
万
胃
、
蕉
宅
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
葎
額
妬
万
円
以
下

の
人
、

な
お
、
本
人
の
預
貯
金
・
有
緬

読
券
等
が
㈱
万
円
を
趨
え
る
人

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
、

【
減
免
薄
象
サ
韮
ビ
ス
内
容
】

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
灘
ー
ト
ス
テ

イ
・
特
劉
養
護
老
人
ホ
…
ム
等

串
請
先

　
保
険
編
祇
諜
　
介
護
保
険
係

鐵
難
蓼

　
縷
懸
災
害
共
済

　
近
年
交
通
事
故
が
増
擁
し
て

い
ま
す
。
衛
町
樗
の
区
域
内
に

屠
住
し
て
い
る
方
、
並
び
に
そ

の
ご
家
族
と
生
欝
を
｝
に
し
て

い
る
家
族
で
県
外
に
単
身
赴
任

し
て
い
る
方
や
学
生
の
方
も
い

つ
で
も
擁
入
で
き
ま
す
。

　
奪
闘
漁
門
で
す
．
是
雰
こ
の

機
会
に
お
頃
込
下
さ
い
。

　
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
役
場
行
政
係
に
ご
連
絡

下
さ
い
。
総
務
諜
　
行
政
係

欝
馨
饗
灘
ブ
入
会
の

　
　
㎜
懇
案
内

　
幻
世
紀
絡
趨
齢
看
哲
紀
ー

健
康
で
生
き
撃
斐
を
持
っ
て
週

ご
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
生
き
生
き
と
健

康
に
遍
ご
せ
る
場
と
し
て
最
蕩

の
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
巻
人
ク
ラ

ブ
に
撫
入
し
ま
せ
ん
か
？

【
入
会
方
法
】

　
6
0
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
地
域
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会

長
に
お
爾
込
下
さ
い
。
分
か
ら

な
い
と
き
は
、
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
く
跨
保
険
セ
ン
タ
圭
内
）

電
話
6
…
3
7
0
5
ま
で

籔鱗舞鱒驚鋸塗羅一藷

難鍵騰轍醐
灘

　嚢灘灘鐵難一懸鞍羅蒲麟疲職蓬i懸蕉繊欝法老1》懇溢崇が一番効繋醜に違恥癒いで1ず。それ鮫にスキー

灘撚鍵灘翁縫欝嚢鎖霧鎌號難濫蒙街縫繕裟蓬蓬淋繕鑑・霧海癒縫温撮に縷戯1赴iがと麟うことが分かってきまし

懸。磁灘灘欝織爾総錫藻難議騨鍵鱗1蓬叢総残の羅鱒叢講1蒸現奮轍崇〉は癒いと韓うわけでもないですが

懸蓬饗懸繍の懇鼠灘灘購縷藻灘懸、濫豪建錨勇懸拠太老入る響横はあ翰ません。ですから、初めて温泉の

譜懇灘麟懸懸懸磁驚慧、籾麟薫鑑鞍驚と毒は姫は壌ちょっと恥餐かしかったです。その上、イギリスと鷺

蒸⑳欝鐵欝の灘鯵欝懸違麟饗霧。麟滋渉鐙は然を洗わ奮に入駄違う人が入るとお風畠のお湯を替えます

の懇、叢靭罐灘蓼懸鍛ぽ総嚢塗べ意だか分か翰談嚢んでした。松之出町に来てからまだ温泉を経験してい

懸騰叢達懸鰹灘懸蓮駿竃欝き叢ぴだ。温泉の説明をするといやがりますが、実際に入ってみた友人全員が

私老岡鐵漢う縫黛建i天鰺ま鞍た。

　気鷺澱蓼懸羅とは擬縫入のましたが、温泉に対してひとつどうしても理解できないことがあります。冬

に天る＆惹でも織持ちがい硫と愚いますが、簿で簸悪のむし暑い夏にとても熱い温泉に人々が入るので

藪ようか。そ駿よりも冷たいシャワーを浴びた方が食いのではないでしょうか。不患議ですね。

臼
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今
月
号
で
は
、
個
人
券
と
家
族
券
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
肇
園
4
0
0
円
の
穂
に
も
個
人
券
・
家
族
券

を
新
設
い
た
し
ま
し
た
、
個
人
券
に
つ
い
て
は
、
2
0
、
0
0
0
円
、

家
族
券
に
つ
い
て
は
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0
、
O
O
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共
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有
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は
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一
籔
叢
券
に
つ
い
て
…

　
毎
臼
、
ま
た
は
舞
週
温
泉
へ

入
り
に
行
か
れ
る
方
は
お
得
で

す
。
有
効
期
限
ま
年
問
で
2
万

円
と
な
り
ま
す
．
温
泉
へ
行
く

際
、
澗
人
券
を
温
泉
窓
鷺
に
呈

示
し
て
く
だ
さ
い
。
偲
人
券
の

表
爾
に
顔
写
輿
を
鮎
り
ま
す
の

で
爾
込
の
際
に
写
真
を
ご
趨
意

下
さ
い
。
サ
イ
ズ
は
縦
3
c
鶏
×

横
2
c
離
で
す
。

　
悌
　
　
写
　
　
　
｝

　
噛
　
　
　
ミ
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い

　
　
　
　
い

ヂ
碧
彗
繋
碁
掃
ヂ
｝
…
ー
き
｝
ー

簗
籐
券
儀
つ
い
て
…

　
家
嫉
（
講
繊
帯
に
限
る
）
で

温
泉
へ
入
り
に
行
く
方
は
お
得

で
す
。
脊
効
期
限
1
年
簡
で
3

万
円
と
な
り
ま
す
。
温
衆
へ
行

く
際
、
家
族
券
を
温
泉
窓
口
に

呈
承
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
家
族

全
眞
が
入
れ
ま
す
．
ま
た
、
ユ

人
で
温
泉
に
行
か
れ
る
場
合
で

も
家
族
券
を
温
泉
窓
口
に
呈
示

し
お
入
り
下
さ
い
。
家
族
券
の

表
画
に
名
餉
を
詑
入
い
た
し
ま

す
。

澄
・
家
族
券
を
買
わ
れ
た
家
族

の
中
に
7
0
歳
以
上
の
方
が
い
る

場
合
に
は
老
人
入
湯
券
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
券
を
お
使

い
下
さ
い
。

羅
難
欝
勝
込
み
方
法

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
と
も
に

繕
覧
板
に
て
購
入
希
望
を
と
り

ま
す
。
ま
た
、
年
途
申
の
お
幣

込
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
が
、

な
る
べ
く
こ
の
機
会
に
お
辮
込

下
さ
い
。
年
途
中
の
お
申
込
の

場
合
は
、
分
劉
購
入
と
し
有
効

期
隈
は
3
月
雛
段
と
な
り
ま
す
．

温
泉
セ
ン
タ
…
窓
口
、
ま
た
は

役
場
振
興
諜
に
代
金
を
添
え
て

お
串
込
下
さ
い
．
欄
人
券
の
場

合
は
写
真
も
添
え
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は

　
役
場
振
興
諜
商
工
観
光
係

　
　
費
6
－
3
i
3
4

　
2
月
の
楽
ば
蓮
踏
脇
の
緋
雪
癒
膨
懇

恥
た
。
そ
澄
は
碁
む
雛
澄
癒
壇
建
懸
顯

て
い
て
、
護
を
除
酵
蓬
疹
響
灘
＆
蔭
濾

苔
が
現
腕
羅
．
へ
ー
顎
遷
悪
灘
薫
嶺
、
蓬

ら
素
単
く
鳥
が
や
翁
羅
乗
癒
、
盛
蕩
ぽ

ツ
ツ
キ
始
め
だ
。
ジ
籔
駿
馨
タ
嘉
濾
。

　
目
の
購
歪
扁
塗
懸
爺
礁
嚢
べ
薫
鱒
蕎

の
で
し
ば
鞍
除
雲
を
錨
め
獲
見
癒
麟
蓬
・

　
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
は
蘇
下
の
タ
マ
喫
減

キ
や
ナ
ン
テ
ン
の
実
を
よ
く
食
べ
る
．

野鳥獲懸響

織蕪灘慧簿織灘懸、

　　搬翻麟鰯懸蓉

　　　　　　　　fO

　
キ
ビ
タ
キ
に
似
て
恥
る
が
冬
篤
老
憂
鶏
の
違
糖
撚
濾
嚢
、

ジ
濁
ウ
ビ
タ
キ
は
全
体
に
孝
レ
ン
ジ
が
が
が
っ
羅
麟
る
、
鵬
懸

溝
は
「
ヒ
ィ
ど
「
ヒ
ィ
ど
と
鳴
き
敷
饗
老
畿
蕉
似
懇
瞬
馨
。

　
冬
は
入
家
近
く
に
野
鳥
が
良
く
や
っ
簗
く
る
瀞
疹
窓
越
鞍
磁

観
察
す
る
に
は
農
い
。

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
探
鳥
会
、
勉
に
蓬
灘
欝
嚇
、
灘
驚
灘

ラ
、
カ
ワ
セ
ミ
、
ヤ
マ
ド
リ
、
セ
グ
ロ
セ
驚
撚
繍
癒
蕊
演
訪
巻
、

定
縦
探
爲
会
の
む
案
内

▽
期
臼

▽
集
含

▽
時
間

▽
場
漸

3
月
器
蜜
釜
）

須
磁
入
麟

鯨
箭
5
鯵
舖
分
～

　
　
帯
後
8
晦
叢
驚

バ
…
ド
琶
ア
須
幽

　
双
眼
鏡
を
お
持
ち
の
秀
は
護

持
参
下
さ
恥
。

お知らせ

電　　　～

饗
鑛
灘
盗
軽
減
措
置

鐵
騰
麗
儀
つ
い
て

　
平
成
鷲
年
9
月
か
ら
行
つ
て

い
ま
し
た
水
量
1
㎡
に
つ
き
鐙

円
の
軽
減
搭
置
を
、
鯵
今
の
経

済
鋳
勢
周
様
町
の
水
這
会
讃
も

警
し
い
運
営
状
況
の
た
め
3
月

末
で
廃
蹴
し
、
4
月
か
ら
次
の

例
の
取
級
と
な
り
ま
す
．

　
な
お
、
大
口
利
癩
春
及
び
弱

歳
以
上
で
時
民
税
葬
諜
税
の
独

爆
潔
軽
減
描
麗
を
継
続
し
ま
す
。

　
今
後
の
運
営
に
お
い
て
も
経

費
簿
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ノ

（倒）

基本料金（王0㎡まで）

　硯　行　2，200円

　4欝ズ窟ら2，300ド華

超遍料金（1㎡墨り〉

　環　行　　220円

　4月から　230円
（上詑料金にメーター一

使用料・瀦費税が入り
ます．〉

灘
護
灘
ー
ビ
ス
の

麹
翻
灘
軽
減
額
制
度

　
町
内
及
び
近
隣
町
柑
の
歓
会

橿
被
法
人
で
介
護
保
険
の
サ
…

ビ
ス
を
受
け
て
い
る
場
合
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
嶺
す
る
人
は
、

利
場
料
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

撮
当
の
ケ
ァ
マ
ネ
…
ジ
ャ
ー
に

相
談
の
う
え
購
請
し
て
峯
さ
い
。

①
驚
罠
税
世
帯
葬
諜
税
で
あ
つ

て
、
老
齢
編
祉
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
。

②
利
臆
春
負
幾
が
減
免
さ
れ
な

け
れ
ば
、
生
活
保
護
受
絵
嵩
と

な
つ
て
し
ま
う
人
。

③
町
践
税
繊
帯
非
諜
税
（
施
設

入
勝
巻
は
、
入
湧
繭
の
盤
帯
を

含
む
）
で
あ
つ
て
、
年
金
や
慰

給
等
の
収
入
総
額
が
施
設
サ
ー

ビ
ス
受
給
毒
に
つ
い
て
は
、
年

額
覗
万
胃
、
蕉
宅
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
葎
額
妬
万
円
以
下

の
人
、

な
お
、
本
人
の
預
貯
金
・
有
緬

読
券
等
が
㈱
万
円
を
趨
え
る
人

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
、

【
減
免
薄
象
サ
韮
ビ
ス
内
容
】

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
灘
ー
ト
ス
テ

イ
・
特
劉
養
護
老
人
ホ
…
ム
等

串
請
先

　
保
険
編
祇
諜
　
介
護
保
険
係

鐵
難
蓼

　
縷
懸
災
害
共
済

　
近
年
交
通
事
故
が
増
擁
し
て

い
ま
す
。
衛
町
樗
の
区
域
内
に

屠
住
し
て
い
る
方
、
並
び
に
そ

の
ご
家
族
と
生
欝
を
｝
に
し
て

い
る
家
族
で
県
外
に
単
身
赴
任

し
て
い
る
方
や
学
生
の
方
も
い

つ
で
も
擁
入
で
き
ま
す
。

　
奪
闘
漁
門
で
す
．
是
雰
こ
の

機
会
に
お
頃
込
下
さ
い
。

　
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
役
場
行
政
係
に
ご
連
絡

下
さ
い
。
総
務
諜
　
行
政
係

欝
馨
饗
灘
ブ
入
会
の

　
　
㎜
懇
案
内

　
幻
世
紀
絡
趨
齢
看
哲
紀
ー

健
康
で
生
き
撃
斐
を
持
っ
て
週

ご
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
生
き
生
き
と
健

康
に
遍
ご
せ
る
場
と
し
て
最
蕩

の
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
巻
人
ク
ラ

ブ
に
撫
入
し
ま
せ
ん
か
？

【
入
会
方
法
】

　
6
0
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
地
域
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会

長
に
お
爾
込
下
さ
い
。
分
か
ら

な
い
と
き
は
、
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
く
跨
保
険
セ
ン
タ
圭
内
）

電
話
6
…
3
7
0
5
ま
で

籔鱗舞鱒驚鋸塗羅一藷

難鍵騰轍醐
灘

　嚢灘灘鐵難一懸鞍羅蒲麟疲職蓬i懸蕉繊欝法老1》懇溢崇が一番効繋醜に違恥癒いで1ず。それ鮫にスキー

灘撚鍵灘翁縫欝嚢鎖霧鎌號難濫蒙街縫繕裟蓬蓬淋繕鑑・霧海癒縫温撮に縷戯1赴iがと麟うことが分かってきまし

懸。磁灘灘欝織爾総錫藻難議騨鍵鱗1蓬叢総残の羅鱒叢講1蒸現奮轍崇〉は癒いと韓うわけでもないですが

懸蓬饗懸繍の懇鼠灘灘購縷藻灘懸、濫豪建錨勇懸拠太老入る響横はあ翰ません。ですから、初めて温泉の

譜懇灘麟懸懸懸磁驚慧、籾麟薫鑑鞍驚と毒は姫は壌ちょっと恥餐かしかったです。その上、イギリスと鷺

蒸⑳欝鐵欝の灘鯵欝懸違麟饗霧。麟滋渉鐙は然を洗わ奮に入駄違う人が入るとお風畠のお湯を替えます

の懇、叢靭罐灘蓼懸鍛ぽ総嚢塗べ意だか分か翰談嚢んでした。松之出町に来てからまだ温泉を経験してい

懸騰叢達懸鰹灘懸蓮駿竃欝き叢ぴだ。温泉の説明をするといやがりますが、実際に入ってみた友人全員が

私老岡鐵漢う縫黛建i天鰺ま鞍た。

　気鷺澱蓼懸羅とは擬縫入のましたが、温泉に対してひとつどうしても理解できないことがあります。冬

に天る＆惹でも織持ちがい硫と愚いますが、簿で簸悪のむし暑い夏にとても熱い温泉に人々が入るので

藪ようか。そ駿よりも冷たいシャワーを浴びた方が食いのではないでしょうか。不患議ですね。

臼



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　』【　　　　　　1
　　　　　　　　国民年金保険料の全額・半額免除の基準　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、1
全譲籠鷺と慧瓢馨帯の麟抑ず榊そ孝1ぞれ嚇のいず眺該惑しているこ翻要で凱1

r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］1①繭年の合計所得金額が次の額以下のとき．
モ

i　O扶養親族等がいる場合……（扶養親族等の数＋4〉×35万円＋欝万穆

1　　趨えば標準雛帯（央婦・子僕2人〉の場合は、年賜所得金額が蔦9万円以下になります。
…

i　O扶養親族等がいない場合・一…・35万円
き

1②被保険音又は被保険渚の勝属する徴帯の絶の世帯員が、盤濡保護法による生漬扶助以外の扶助その飽

の　援助であって、摩生労働省令で定めるものを受けるとき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

③地方税法に定める障害餐・寡婦の人で、髄俸の漸得がま25万円以下のとき

④保険料を納付することが、著しく灘難である場合（震災、風水害、火災等の災警を受けた場含等に限ら

　れる予定です。〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

究講餐秦1灘讐雛霧欝難ll盤穰
　　　　　　　　　　　　　　　　険鷺　納融す　すに　 先年

単額免除の対象となる被保険巌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　　　　，
　①筋年の合誹漸得金額が、※68万円以下のとき

　※扶養親族等があれば、その有無及び数に応じて燦算されます．

　　また、所得の額の謙算において、各種控除〈生命保験料挫除、寄付金控除等は除く〉があります。

　例えば、標準轍帯（夫婦、子供2人〉の場合は、年問溺得金額が300万湾（収入ベー一スでは440万鍔程

　度〉以下になります。

　②被保険煮又は被保険者の薦する徴帯の飽の鍵帯員が、盤濡保護法による盤溝扶助以外の鉄助その纏の

　援助であって、厚生労働省令で建めるものを受けるとき

　③地方税法に定める障害巻・寡婦の入で、麟年の所得が125万円以下のとき

　④保険料を納付することが、著しく園難である場食（震災、風水害、火災等の災霧を受けた場舎等に限ら

　れる予定です、〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
と

鷺
座
振
替
に
よ
り
麟
民

げ
険
料
を
納
付
さ
れ
て
い

一
、
引
き
続
き
岡
じ
欝
座

一
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

号
被
保
険
考
の

先
が
変
わ
り
ま
す

・
簿
被
保
険
春
に
係
わ
る

だ
つ
い
て
は
、
競
在
は

”
に
届
出
す
る
こ
と
に

．
い
ま
す
が
、
被
保
険
春

〔
手
続
き
の
利
便
姓
の
陶

り
鰯
け
の
防
比
を
図
る
観

㏄
軍
成
澱
年
4
月
よ
り
配

・
勤
め
る
事
業
主
を
経
慮

脚
鵡
す
る
こ
と
に
な
り
ま

A　　（
瀞　　　脚

》 貞
パ

卿 o
樽

金
保
険
料
の

が
変
わ
η
ま
す

圏
艮
年
金
保
険
料
は
、

納
付
し
て
い
た
だ
い

が
、
平
成
M
年
4
月

國
（
祇
会
保
険
庁
）

る
納
付
書
に
よ
り
全

機
関
・
郵
便
馬
等
を

め
る
こ
と
に
な
り
ま

申
請
免
除
制
度
が
変
わ

砂
ま
す

　
現
往
の
寧
講
免
除
綱
度
は
、

「
漸
得
の
少
な
い
方
凱
保
険
料

の
納
付
が
掘
難
で
特
劉
な
理
曲

が
あ
る
方
幅
が
対
象
と
さ
れ
て

い
ま
す
．

　
し
か
し
、
平
成
M
奪
4
月
か

ら
は
、
保
験
料
免
除
基
準
が
変

わ
り
、
原
則
と
し
て
『
箭
年
の

勝
得
駄
に
基
づ
い
て
免
除
の
判

定
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
被
保
険
春
の
負
撫
能
力

に
応
じ
、
保
険
料
が
納
付
で
き

る
よ
う
に
半
額
免
除
綱
度
が
導

入
さ
れ
ま
す
、

　
蟹
民
年
金
保
険
料
の
全
額
・

半
額
免
除
の
基
準
は
、
左
頁
の

と
お
り
で
す
。

膿謹辮蝶1
ベツド数 睡羅覇纐藷平成聯4月聯・豊　　　　馨

　　　　～5，300円

　　　一1
2，650円

2，650円

、
載
灘
磁
舘
四
周
か
ら

鍵
羅
釜
事
務
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　払建欝灘響懲繍灘即1響識蟻毒老
払い撒額激嚇緬い蜜凱　　　　陶4ん衷
平鶏琵脚粉葦遷からは、離婆機関び）窓縫：㈱騎に保

1ヵ働綴額鞭繍ことにな畢り乳た・　　響か健

1
卜
①
o
o
ー

　　，…慧嬢i鱗馨簸一灘　　　　樵粥騰謙斯
＠i鐵郷畿灘灘灘灘巽灘織

　馨懸馨．藏繋麹購醸購懸の難繍．藩灘調灘翻鎌識然蕩熱㈱度以鋤がでて、関簾痛や全身のだ
難議、、灘騰購籐醗犠犠灘鑛羅雛騰．

i麟繍緩．撫瀬磯簸鱗郷癒犠、灘i灘、喉痛、麟、熱（羅シ1灘撫澱鋭ザ程窩くな恥〉等の症状で、ウイルスに

灘繍耀i醸嘘懸i難、懸嘘．羅i瀬、腹痛鰹の霧鵬癒綴癒難漆ゐ鶏のもあのま誘、馨無2月からA型、Bi製の爾方

醗灘灘灘鑛鐵灘鐡難懸i励懇薬1趨灘療保険が適罵憲擬溶療確捜鑑る激う匿な斡譲した。ウイルスが細胞内から

饗麓畿懸i麟漢懸縫灘酸難鐙繕殖i癒揮き鑑、癒凝の輕i滅漁絵る叢響の糊間の簿縮が期待できます．ただし、発
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　　　　　　　　　2ヵ月に1度お配りしていた町昆カレンダーを今月
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た

ち
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
た
く
さ
ん
矯
意
し
て
お
り
ま

す
、
ぜ
ひ
親
子
で
、
ま
た
友
達

を
誘
っ
て
ご
参
瀦
く
だ
さ
い
．
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鄭響羅糞豊扮鴛鱒麗馨拶縫溺』
　　　　　　　春の全国交通安全運動

　　　　　　　　　　　灘鐵購灘灘鐡灘

蟹
顛…

、職＿慨赫

　　蝋蝋”鶴ん
　　　　．臓臓

　　　　　　窪顔も覚えて下さい書～役場職轟離演入で紹介～紳2畷

　　　　　窪今年の町の台所事情毒～軍泌4鶴度灘初予算決窺～　騨6確

　　　　ドどうなるの？市町村合併避～往難勲欄癒結果報皆～紳8－g

窪6年間の思い鎚を込めて……ぶ～町内3小学校そろって卒業式～縛10

　　窪不老閣にでっかいおくサもの函畷鞭周よ鵬額霧鮒金～》Pn

浦田保奮所

圃圃回團
おめでた（出生〉
み　ほ

葵保ちゃん　久保雛久夫・春子さん

　　　　　　　　　新雛（宅院）

騒太ちゃん　小野塚秘鑑・多美子さん

　　　　　　　　　湯本（親家〉
おくやみ（死亡）

え・う奮のおかあさん

樋欝　斑武さん88歳光　問（行屡1〉

小野塚シンさん96歳東鍬（橋場）

村出　潔さん76歳畜戸（親家〉
丸出　寅吉さん　87歳　小谷（i梨の木下〉

絹灘　盛次さん　64歳　松之由（もりや）

寧2月王銀から2月28魏までの煽繊分で嵐

＊鷹報に載せてほしくな膿秀は届鐵の時に

窓環にお誕くだき斡。

⑳◎㊨㊨
　　　　　　　2月28β理篠

環
男
女
数

人
　
　
帯

総
　
　
働

3，欝6入（一5〉

ユ，SO5入（一4〉

王，6鍛人（一1〉

三，王07芦（一4〉

　　　　　　（　〉内は繭月との銘較

町民憲章昭舜，、，年，月縦

　わたしたちは松之礁町践です、郷恋を愛し、

　みんなでよりよい時づくりをしよう。

町民の合誉薬

　　三、美しい緑と矯の中で

　　　　　　　心豊かな人になろう

　　叢、ブナの梢が触れ合うよ・うに

　　　　　　　連体の心をもとう

　　王、湧きいづる湯泉のように

　　　　　　　翻造のカを蕩めよう

4月

砥

翻灘

　　童翻麟鑛

　　　　欝雛嚢織

繍1　繊

醸

うえき　　あやグ　

植木綾乃
（兎口・植木屋〉

　ママがおひさまのボールであそんでいるところ

　だっこして“あやのだいすきだよ”ってぎってくれるママが

だいすき．

　お誕熱縫みもギュッとしてくれたんだよ。

　
町
荏
宅
禰
縫
に
活
駕
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、

鯵
岡
漿
　
照
中
英
子
様

　
箪
い
す

　
町
被
会
禰
祉
協
議
会
に
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。
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